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(57)【要約】
　【解決手段】
　個別の音声又はビデオ招待状を発呼者が作成できるよ
うにすることにより電話呼を管理するシステムおよび方
法であって、被呼者が前記呼の受け入れに先立ち前記個
別の音声又はビデオ招待状を確認することができ、受け
入れると直ちに前記呼が接続されるものである、システ
ムおよび方法。前記呼の完了前に、被呼者はその着呼を
取るべきか逆に安全に回避したほうがよいかが分かり安
心し得る。前記個別の音声又はビデオ招待状は発呼者に
よって作成され、従来の発呼者IDデータパケットの代わ
りに前記電話呼のデータパケットに添付される。前記呼
信号通信は、固有の識別情報として発呼者IDを標準的な
呼に提供する代わりに、着呼受け入れに先立ち確認のた
めに必要に応じて前記個別の音声又はビデオ招待状を含
むデータパケットが被呼者に提供されることを除いて、
従来の様式で進行する。
　【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被呼者による呼の受け入れ前に発呼者の身元を提供する方法であって、
　前記呼の開始前に、前記発呼者の通信デバイスが前記発呼者からの個別の音声又はビデ
オ招待状を記録する工程と、その記録が完了すると、前記発呼者の通信デバイスが、前記
発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を含む呼要求メッセージと、前記被呼者の
通信デバイスとのリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後で提供するのに必要な
呼完了情報とを提供することにより前記呼を開始する工程と、
　前記被呼者による前記個別の音声又はビデオ招待状の確認に従って前記呼が受け入れら
れたという通知を前記被呼者から受信すると、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記
被呼者間のライブ音声での接続を可能にする工程と
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記個別の音声又はビデオ招待状は、前記呼の理由の
説明を含むものである、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記呼完了情報はセッション記述プロトコルデータと
前記呼固有のメッセージＩＤとを有するものである、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、さらに、前記被呼者により前記個別の音声又はビデオ
招待状が確認されていることを示すステータス情報を前記被呼者から受信して表示する工
程を有するものである、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間の
ライブ音声での接続を可能にする工程は、さらに、
　サーバが、前記個別の音声又はビデオ招待状を含む前記呼要求メッセージと、前記発呼
者と前記被呼者間のリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供するのに必要
な呼完了情報とを受信する工程と、
　前記サーバが、前記呼要求メッセージを解析し、前記呼完了情報と前記個別の音声又は
ビデオ招待状を記憶デバイスにアップロードする工程と、
　前記サーバが、評価のために前記呼要求メッセージを前記被呼者に提供する工程と、
　前記発呼者の呼要求を前記被呼者が受け入れたことの指標を受信すると、前記個別の音
声又はビデオ招待状に応答して前記被呼者が前記呼を受け入れたことを前記発呼者に通知
する工程と
　を有するものである、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可
能にする工程は、前記発呼者の通信デバイスおよび前記被呼者の通信デバイスのマイクお
よびスピーカーへの物理的アクセスを有効にする工程を含むものである、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、さらに、
　前記被呼者の通信デバイスが、前記発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を含
む呼通信要求と、前記発呼者の通信デバイスとのリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前
および後に提供するのに必要な呼完了情報とを受信する工程と、
　前記被呼者の通信デバイスが、前記発呼者からの呼要求を受け入れるかどうかを決定す
るための確認用に前記個別の音声又はビデオ招待状を提示する工程と、
　前記呼要求の受け入れの指標を前記発呼者に提供する工程と、
　前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間の音声接続を可能にする工程と
　を有するものである、方法。
【請求項８】
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　請求項１に記載の方法において、
　サーバが、前記発呼者からの個別の音声又はビデオ招待状を含む呼要求メッセージと、
前記発呼者と前記被呼者間のリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供する
のに必要な呼完了情報とを受信する工程と、
　前記サーバが、前記呼要求メッセージを解析し、前記呼完了情報と前記個別の音声又は
ビデオ招待状を記憶デバイスにアップロードする工程と、
　前記サーバが、評価のために前記呼要求メッセージを前記被呼者に提供する工程と、
　前記発呼者の呼要求が前記被呼者により受け入れられたことの指標を受信すると、前記
個別の音声又はビデオ招待状に応答して前記被呼者が前記呼を受け入れたことを前記発呼
者に通知する工程と、
　前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可能にする
工程と
　を有するものである、方法。
【請求項９】
　被呼者による呼の受け入れ前に発呼者の身元を提供する通信システムであって、
　前記発呼者からの個別の音声又はビデオ招待状を記録し、その記録が完了すると、前記
発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を含む呼要求メッセージと、被呼側通信デ
バイスとのリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供するのに必要な呼完了
情報とを提供することにより前記呼を開始するように適合された発呼側通信デバイスと、
　前記被呼者が前記個別の音声又はビデオ招待状を確認して前記呼を受け入れるかどうか
を決定できるように適合された被呼側通信デバイスと、
　前記呼の確立に先立つ前記個別の音声又はビデオ招待状の評価中、前記発呼側通信デバ
イスと前記被呼側通信デバイス間の通信を管理し、前記被呼者により前記呼が受け入れら
れると、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可能
にするように適合されたサーバと
　を有する通信システム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の通信システムにおいて、前記サーバは、さらに、加入者のプロフィー
ルを管理し、加入者の検索を管理し、前記加入者からの紹介音声又はビデオのプロフィー
ルのレコーディングを格納するように適合されているものであり、前記発呼者は加入者の
前記プロフィールを検索して前記被呼者を識別するものである、通信システム。
【請求項１１】
　請求項９に記載の通信システムにおいて、前記発呼側通信デバイスは、前記呼要求メッ
セージに含める前記発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を記録する記録デバイ
スを有するものである、通信システム。
【請求項１２】
　請求項９に記載の通信システムにおいて、前記個別の音声又はビデオ招待状は前記呼の
理由の説明を含むものである、通信システム。
【請求項１３】
　請求項９に記載の通信システムにおいて、前記呼完了情報は、セッション記述プロトコ
ルデータと、前記呼固有のメッセージＩＤとを有するものである、通信システム。
【請求項１４】
　請求項９に記載の通信システムにおいて、前記被呼側通信デバイスは、前記個別の音声
又はビデオ招待状が前記被呼者によって確認されていることを示すステータス情報を前記
サーバを介して前記発呼者に提供するものである、通信システム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の通信システムにおいて、前記発呼側通信デバイスは、前記被呼側通
信デバイスからのステータス情報を受信し表示して、前記被呼者による前記個別の音声又
はビデオ招待状の確認状況を前記発呼者に示すものである、通信システム。
【請求項１６】
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　請求項９に記載の通信システムにおいて、前記サーバは、前記個別の音声又はビデオ招
待状を含む前記呼要求メッセージとリアルタイム通信を提供するのに必要な呼完了情報と
を前記発呼側通信デバイスからの受信し、前記呼要求メッセージを解析し、前記呼完了情
報および前記個別の音声又はビデオ招待状を記憶デバイスにアップロードし、前記被呼者
による評価のために前記被呼側通信デバイスに前記呼要求メッセージを提供し、前記被呼
者により前記発呼者の呼要求が受け入れられたことの指標を受信し、前記個別の音声又は
ビデオ招待状に応答して前記被呼者が前記呼を受け入れたことを前記発呼側通信デバイス
に通知し、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可
能にするものである、通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この特許出願は、２０１７年１０月１６日に出願された米国特許出願第１５／７８５，
１６５号に基づく優先権の利益を主張するものであり、この参照によりその全体が本明細
書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示の実施形態は、概して、電気通信およびソーシャル・ネットワーキング・プラッ
トフォームに関し、より具体的には、これに限定されなるものではないが、電話呼の受け
入れに先立ち確認のために電話への個別の聴覚的／視覚的招待状を提供するシステムおよ
び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　今日の電気通信環境において、着呼は通常、被呼者への発呼者識別子として発呼者ＩＤ
を含む。前記発呼者ＩＤにより、被呼者または電気通信事業者は、発呼禁止リストを用い
て、または発呼者の名前を被呼者の送受信器に提示することによって発呼者をブロックす
ることができる。しかしながら、多くのサービスでは発呼者が発呼者ＩＤを偽造または偽
装することができ、したがって発呼者ＩＤが役に立たず、被呼者が騙さて呼を受け入れる
こととなる。そのような状況では、追加情報がその着呼で渡されないので、被呼者の選択
肢はその着呼を受け入れるかキャンセルするかに限られていた。このため、個人の携帯電
話に知らない番号から電話が掛かると、その被呼者の即座の反応では呼を受け入れない場
合がある。残念ながら、重要な電話を逃す可能性がある。一方、企業に任意の番号から電
話が掛かると、その電話は即座に応答され、企業は多くの望ましくない電話を処理せざる
を得ない。
【０００４】
　被呼者が呼を受け入れるか又は拒否するかを決定できるようにする発呼者ＩＤの代替が
望まれている。本明細書で説明されるシステムおよび方法は当技術分野におけるこれらお
よびその他のニーズに対処するものである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　当技術分野における上記およびその他のニーズは、電話呼と共に、被呼者がその着呼の
受け入れに先立ち聴くことができる又は確認できる個別（ｐｅｒｓｏｎａｌｉｚｅｄ）の
音声又はビデオ招待状を提供することにより対処される。さらに、本明細書で説明するシ
ステムおよび方法により、加入者によって送受信された全ての信号通信情報が応答受領に
対する追加の承認を送信することによって確実に確認される。前記承認および承認の失敗
は通信サーバに前記呼のステータスを知らせるものであり、通信サーバはそれに応じて自
身の状態を調整できるようになっている。例示の実施形態において、個別の音声又はビデ
オ招待状は呼を完了させるのに利用可能なインターネット接続に乗り、インターネットプ
ロトコルの全ての複雑さが加入者から隠されている。
【０００６】
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　開示されたシステムおよび方法による通信要求は個別の音声又はビデオ招待状を用いて
行われ、被呼者は前記呼の受け入れに先立ち当該個別の音声又はビデオ招待状を確認する
ことができ、前記呼は受け入れられるとすぐに接続される。このようにして被呼者はその
着呼を取るべきか逆に安全に回避したほうがよいかが分かり安心し得る。前記個別の記録
音声又はビデオ招待状は発呼者によって作成され、従来の発呼者ＩＤデータパケットの代
わりに電話データパケットに添付される。前記呼信号通信は、固有の識別情報として発呼
者ＩＤを標準的な呼に提供する代わりに、着呼受け入れに先立ち確認のために必要に応じ
て前記個別の音声又はビデオ招待状を含むデータパケットが被呼者に提供されることを除
いて、従来の様式（例えば、従来のクライアント－サーバ信号通信）で進行する。
【０００７】
　例示の実施形態において、発呼者からの個別の音声又はビデオ招待状に対する応答に基
づいて呼を完了可能な方法が提供される。第１の実施形態において、発呼者の通信デバイ
スが個別の音声又はビデオ招待状を記録する。この個別の音声又はビデオ招待状の記録は
典型的には前記呼の理由を説明するものであり、被呼者とのリアルタイム通信を提供する
のに必要な呼完了情報（例えば、セッション記述プロトコル情報）と共に提供される。第
２の実施形態において、前記個別の音声又はビデオ招待状は、事前に記録され、個人向け
音声又はビデオ招待状として使用のために呼び出される。いずれの実施形態においても、
個別の音声又はビデオ招待状は呼完了情報と共に確認のために被呼者に送信されるもので
あり、その個別の音声又はビデオ招待状が確認されている間、発呼者からの電話呼は保留
にされる。被呼者による確認の状況は発呼者によって受信され表示されるので、発呼者は
その被呼者の確認状況を監視することができる。被呼者による前記個別の音声又はビデオ
招待状の確認に従って前記呼が受け入れられると、前記呼が完了され切断要求が受信され
るまで維持される。
【０００８】
　その他の例示の実施形態では、被呼者の通信デバイスが発呼者から前記個別の音声又は
ビデオ招待状を含む呼要求を受信する。次いで、被呼者が、発呼者からの前記個別の音声
又はビデオ招待状を視聴し当該個別の音声又はビデオ招待状が確認中であるという通知を
発呼者に提供する。その呼が受け入れられると、その呼が受け入れられ呼が完了したこと
を示す応答を被呼者が発呼者に送信する。その呼は切断要求が受信されるまで維持される
。
【０００９】
　更なる他の例示の実施形態では、本明細書で説明される通信は、サーバ上で実施される
ソフトウェアサービスによって管理される。サーバソフトウェアは、加入者からのメッセ
ージ、例えば呼開始情報と個別の音声又はビデオ招待状とを含む発呼者からのメッセージ
を待つ。メッセージを受信すると、メッセージが解析され、前記呼開始情報と前記個別の
音声又はビデオ招待状がメモリデバイスにアップロードされる。前記記録された個別の音
声又はビデオ招待状を含むメッセージは検討のために被呼者に渡される。次いで、サーバ
は、例えば個別の音声又はビデオ招待状が確認されていることの指標など、被呼者からの
ステータス情報を待つ。ステータス情報は呼要求の検討状況を監視するために発呼者に渡
される。前記招待状が受け入れられたという情報を被呼者から受信すると、発呼者に前記
呼が受け入れられたことが通知され、前記呼が完了される。前記呼は切断要求が受信され
前記呼の各加入者に通知されるまで維持される。
【００１０】
　例示のネットワーク構成において、本明細書で説明する方法は、クライアントがモバイ
ルデバイス、ＶＯＩＰ電話などを含むクライアントサーバ構成で実施されるものであり、
その構成は、クライアントデバイス上で発呼者および被呼者による前記機能の使用を可能
にするソフトウェアを含むように適合されている。サーバはさらに、本明細書に記載され
るように、個別の音声又はビデオ招待状の処理および前記呼の確立を管理するように適合
されたソフトウェアを含む。また、サーバは、加入者のプロフィールの管理、加入者の検
索の管理、加入者からの個別の音声又はビデオ招待状の格納／ストリーミングなどのその
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他の機能も実施し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　添付の図面の様々なものは、単に本開示の例示的な実施形態を説明しているに過ぎず、
その範囲を限定するものとしては見なされない。
【図１】図１は、例示の実施形態において本明細書で説明するシステムおよび方法を実施
するように適合された電気通信ネットワークを示す高水準のブロック図である。
【図２】図２は、例示の実施形態において送信される個別の音声又はビデオ招待状につい
ての呼フローを示す。
【図３】図３は、発呼者のモバイルスマートフォンに実装されたソフトウェアの例示的な
フローチャートを示す。
【図４】図４は、被呼者のモバイルスマートフォンに実装されたソフトウェアの例示的な
フローチャートを示す。
【図５】図５は、例示の実施形態において個別の音声又はビデオ招待状の受け入れに従っ
て呼を完了させるための１若しくはそれ以上のウェブサーバ上に実装されたソフトウェア
の例示的なフローチャートを示す。
【図６ａ】図６ａ～図６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を
完了させる発呼者および被呼者のモバイルスマートフォンのスクリーンショットを示す。
【図６ｂ】図６ａ～図６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を
完了させる発呼者および被呼者のモバイルスマートフォンのスクリーンショットを示す。
【図６ｃ】図６ａ～図６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を
完了させる発呼者および被呼者のモバイルスマートフォンのスクリーンショットを示す。
【図６ｄ】図６ａ～図６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を
完了させる発呼者および被呼者のモバイルスマートフォンのスクリーンショットを示す。
【図６ｅ】図６ａ～図６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を
完了させる発呼者および被呼者のモバイルスマートフォンのスクリーンショットを示す。
【図６ｆ】図６ａ～図６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を
完了させる発呼者および被呼者のモバイルスマートフォンのスクリーンショットを示す。
【図６ｇ】図６ａ～図６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を
完了させる発呼者および被呼者のモバイルスマートフォンのスクリーンショットを示す。
【００１２】
　本明細書で提供する見出しは、単に便宜上のものであり、使用する用語の範囲または意
味に必ずしも影響を与えるものではない。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１～６の下記説明は、本開示の例示的な実施形態を具現化するシステム、方法、技術
、命令シーケンス、およびコンピューティング機械プログラム製品を含む。以下の説明で
は、説明の目的で、本発明の主題の様々な実施形態の理解を提供するために多数の特定の
詳細が示されている。しかしながら、当業者には、本発明の主題の実施形態がこれらの特
定の詳細なしに実施され得ることが明らかであろう。一般的に、周知の命令インスタンス
、プロトコル、構造、および技術は、必ずしも詳細に示されていない。
【００１４】
　本明細書に記載される電話への個別の音声又はビデオ招待状の様々な例示の実施形態に
おいて、以下の開示は次の命名規則を使用する：
　加入者：モバイルスマートフォンおよび／またはディスプレイ付きＶＯＩＰ電話のユー
ザ；
　ＭｏｂｉＬｉｎｅ：加入者が自身の電話を用いて個別の音声又はビデオ招待状を伴う電
話を掛けたり受けたりできるようにするソーシャル・ネットワーク・プラットフォーム通
信アプリケーション；
　サーバ：加入者のモバイルスマートフォン上のＭｏｂｉＬｉｎｅアプリケーションから
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の全ての要求を処理するバックエンドサーバ；
　ビデオ：一連の視覚画像であって、必ずしも必要でないが一般的に同期された音響を含
む。
【００１５】
　図１は、例示の実施形態において本明細書で説明されるシステムおよび方法を実施する
ように適合された電気通信ネットワーク１００を示す高水準のブロック図である。図示さ
れるように、モバイルスマートフォン１０２を使用する加入者は、モバイル通信ネットワ
ーク１０４を介して他のモバイルスマートフォン１０６と通信することができる。例示の
実施形態において、加入者はまた、ＶＯＩＰ電話およびコンピュータまたは本明細書に記
載の個別の音声又はビデオ招待状を視聴する機能を有するその他の電話１０８と通信し得
る。例示の実施形態において、モバイルスマートフォン１００／１０６および／またはＶ
ＯＩＰ電話１０８は、本明細書に記載されるように、本明細書に記載のサービスを提供す
るように適合されたウェブサーバ１１０を介した通信を容易にするために、本明細書に記
載のＭｏｂｉＬｉｎｅアプリをダウンロードする。以下でより詳細に説明するように、Ｗ
ｅｂサーバ１１０は、加入者によって作成され音声／ビデオデータベース１１２に格納さ
れている、または呼開始時に発呼加入者により作成された個別の聴覚的または視覚的招待
状を伴う電話を加入者が彼等のモバイルスマートフォンを用いて掛けたり受けたりするこ
とを可能にするＭｏｂｉＬｉｎｅソフトウェアを作動させる。発呼者データベース１１４
は、ＭｏｂｉＬｉｎｅソフトウェアシステムへの加入者の記録をつけ、加入者が本明細書
で説明される技術を用いて通信する他の加入者を選択できるようにする。
【００１６】
　インストールと登録プロセス
　加入者は、最初にモバイルスマートフォンにＭｏｂｉＬｉｎｅアプリをインストールし
、その後、ＳＭＳ照合（６桁のコードが加入者のデバイスに送信される）を通じて、また
はＦａｃｅｂｏｏｋ若しくはその他のソーシャル・メディア・アカウントの資格情報を用
いてＭｏｂｉＬｉｎｅサービスに登録をする。例示の実施形態において、加入者の電話番
号はＳＭＳ照合プロセスのためにのみ用いられ、前記アプリケーションのフローには関連
しない。加入者の電話番号は、発呼者データベース１１４に格納されたままであり、決し
て他の加入者に開示されることはない。
【００１７】
　登録プロセス中に、加入者は、名前、性別、生年月日、および写真を入力する。これら
の入力は加入者のプロフィールを定義する。また、加入者は任意選択的に自己のプロフィ
ールに含めるための紹介音声又はビデオプロフィールのレコーディングを記録することも
できる。加入者はいつでも自己のアカウントを十分に調整することができる。記録された
加入者名により、他のユーザは名前で加入者を検索することができる。記録された紹介音
声又はビデオプロフィールのレコーディングは、他の加入者が加入者を閲覧し特定のサー
ビスを検索するときに当該他の加入者に向けて再生される。
【００１８】
　呼の開始
　登録プロセスの後、加入者にはＭｏｂｉＬｉｎｅサービスの登録加入者のリストが提供
される。加入者は、他の加入者を閲覧または検索し、事前に録画された紹介ビデオプロフ
ィールのレコーディングを見ることができ、または事前に録音された紹介音声プロフィー
ルのレコーディングを聴くことができる。また、加入者は検索オプションを用いて特定の
サービスを検索およびフィルタすることもできる。
【００１９】
　加入者が加入者リストから連絡相手を特定すると、その加入者はＭｏｂｉＬｉｎｅサー
ビスを介してリアルタイム電話を掛け、またはメッセージを送信することができる。その
電話呼またはメッセージは受手側加入者に直ちに通知される。
【００２０】
　図２は、例示の実施形態において送信される個別の音声又はビデオ招待状を用いた電話
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呼確立のための呼フローを示す。電話を掛けるため、２００で加入者Ａ（発呼者）は固有
の個人向け音声又はビデオ招待状を記録する。この固有の個人向け音声又はビデオ招待状
は、記録された個別の音声又はビデオ招待状から構成され被呼者により前記呼の受け入れ
に先立ち再生される。一般的に、ユーザはモバイルスマートフォンの記録機能を用いて招
待状を記録する。逆に、加入者Ａは事前に保存された個別の音声又はビデオ招待状を有し
ていてもよく、それは招待状として送信するためにアクセスされる。前記個別の記録音声
又はビデオ招待状中で、加入者は通常、前記呼の理由の説明を提供する。前記個別の記録
音声又はビデオ招待状が送信されると、加入者Ａの前記呼は保留にされる。前記個別の記
録音声又はビデオ招待状は、ＭｏｂｉＬｉｎｅサービスによって解析され、Ｗｅｂサーバ
１１０によって、被呼者情報およびＳＤＰ（セッション記述プロトコル）情報とともに２
０２でＡ／Ｖデータベース１１２などの記憶デバイスにアップロードされる。例示の実施
形態において、前記ＳＤＰ情報は、固有のメッセージＩＤを含む発呼者セッションの詳細
を含む。ＳＤＰにより、全てのエンドポイントがセッションに効果的に参加することがで
きる。セッションは、接続が最初に確立されたときに開始され、全てのエンドポイントが
参加を停止したときに終了する。このプロセスにより、利用可能なインターネット接続を
介したリアルタイム通信の管理が容易になる。様々な種類のネットワーク間の接続を保証
するために、ＳＴＵＮおよびＩＣＥメカニズムが導入される。確実な状況を提供するため
に、ＲＴＰネットワークスタックに追加の仕様が追加される。例示の実施形態において、
前記個別の記録音声およびビデオ招待状はバイナリファイルであり、ｂａｓｅ６４エンコ
ーディングで保持される。また、強化された認証メカニズムにより、非準拠ｍｐ４ファイ
ルに関する問題がさらに防止される。２０４で、ウェブサーバ１１０は要求を承認し、同
じメッセージＩＤを返す。２０６で、Ｗｅｂサーバ１１０はＭｏｂｉＬｉｎｅサービスを
用いて加入者Ｂ（被呼者）に通知要求を送信するものであり、ＳＤＰ情報とともに加入者
Ａによって提供された前記個別の記録音声又はビデオ招待状を含む。要求はそのセッショ
ン用の前記固有のメッセージＩＤとともに送信される。２０８で、加入者Ｂは前記メッセ
ージＩＤを含む応答受信の承認をＳＤＰ情報とともにＷｅｂサーバ１１０に送信する。２
１０で、Ｗｅｂサーバ１１０は前記ＳＤＰ情報と前記固有のメッセージＩＤを含む受信情
報を加入者Ａに送信する。２１２で、加入者Ａは同じメッセージＩＤを用いて前記要求の
受信を承認する。
【００２１】
　次いで、加入者Ｂは、個別のビデオ招待状を見る、または個別の音声招待状を聴く。上
記のように、前記記録された招待状は加入者Ｂに発呼者の詳細と前記呼の目的を提供する
。加入者Ｂには、自分のＭｏｂｉＬｉｎｅアプリで、呼を受け入れる、ビデオまたは音声
メッセージで返信する、または着呼をキャンセルするオプションがある。加入者Ｂが選択
を行うと、メッセージＩＤとともに２１４でウェブサーバ１１０にその選択がもたらされ
、２１６でそれはそのメッセージＩＤでＷｅｂサーバ１１０により承認される。２１８で
加入者Ａにその選択とメッセージＩＤを送信することにより、加入者ＡのＭｏｂｉＬｉｎ
ｅアプリの呼進行ステータスが更新される。また、加入者Ａに、加入者Ｂによりそれらの
個別の音声又はビデオ招待状が視聴されていることが知らされる。２２０で、加入者Ａは
前記選択情報の受信をウェブサーバ１１０に再び前記メッセージＩＤで承認する。加入者
Ｂが前記呼を受けることを選択した場合、２２２で前記呼が完了され、加入者Ａおよび加
入者Ｂは、ＳＤＰ情報が両加入者にすでに提供されているため従来の方法でインスタント
・音声又はビデオ・リアルタイム通信を継続することができる。一方、加入者Ｂが前記呼
を受け入れないことを選択した場合、その着呼要求はキャンセルされ、ウェブサーバ１１
０は、前記呼が受け入れられかったことを加入者Ａに通知する。逆に、加入者Ｂは、開始
時の招待状について上述したのと同じ技術を用いてメッセージを記録し、その記録された
メッセージを加入者Ａに送信してもよい。上述したように、加入者の電話番号が発呼者デ
ータベース１１４に残りＷｅｂサーバ１１０のみがアクセスでするようになっているため
、いずれかの加入者の電話番号を他方の加入者に公開することなく前記呼が開始され完了
される。加入者の電話番号は、ＳＭＳ照合プロセスのためにのみ用いられ、ここで説明す



(9) JP 2020-537458 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

る電話フローとは関係しない。
【００２２】
　当業者であれば、ＳＤＰ情報が発呼者および被呼者用の通信エンドポイントを定義する
ために使用されることを理解するであろう。ＭｏｂｉＬｉｎｅは、加入者間のＳＤＰ情報
の処理を実施して、ライブ接続中の高速ハンドシェイクを可能にする。ライブ要求の場合
、発呼者はライブ接続に必要なＳＤＰ情報を処理し蓄積するものであり、また情報は前記
個別の記録音声又はビデオ招待状と共にライブ要求先に送信される。ライブ要求先は、受
信したライブ要求を承認し、その受信した情報を解析する。ライブ要求先はライブ接続に
必要なＳＤＰ情報をさらに蓄積するものであり、また情報がライブ要求元に送信される。
ＳＤＰ情報の相互転送は、両加入者間のライブ接続を成功させるための全てのパラメータ
ーを定義する。ライブ要求先が「（要求を受け入れ）を押すと、マイクとスピーカーへの
物理的なアクセスが有効になり、両加入者がライブで繋がる。これにより、加入者間にお
けるハンドシェイクおよび接続時間の期間が大幅に短縮される。
【００２３】
　例示の実施形態において、ＳＤＰ情報は、発呼者（加入者Ａ）からウェブサーバ１１０
に送信され、そこでそのＳＤＰ情報が承認され、また被呼者（加入者Ｂ）に送信され、被
呼者により承認される。同様に、被呼者は、ＳＤＰ情報をウェブサーバ１１０に送信する
ことができ、そこでそのＳＤＰ情報が承認され、また発呼者に送信され発呼者によって承
認される。前記呼が確立すると、ＳＤＰ情報が呼切断要求を含むまで接続が維持される。
呼切断要求は同様の方法でＷｅｂサーバ１１０および相手方により承認される。
【００２４】
　それぞれの加入者はまた、音声メッセージの送信、ビデオメッセージの送信、テキスト
メッセージの送信、写真メッセージの送信、または他の加入者への地理位置情報の送信な
どの追加サービスをＭｏｂｉＬｉｎｅソフトウェアから受信することができる。また、加
入者は気心の合う加入者や友人をお気に入りに追加することもできる。加入者は送受信さ
れたメッセージ用いてメッセージ受信ボックスをさらに管理することができる。また、Ｍ
ｏｂｉＬｉｎｅアプリは、それぞれの加入者が複数の仮想位置を保持することを可能にし
、これにより、加入者は例えば異なる場所にあるサービスや他の加入者を検索することが
できる。
【００２５】
　図３は発呼者のモバイルスマートフォンに実装されたソフトウェアの例示的なフローチ
ャートを示す。図に示されるように、３００で、発呼者は、典型的には発呼者のモバイル
スマートフォンのカメラおよび録音機能を用いて、被呼者のための個別の音声又はビデオ
招待状を記録することを選択する。任意選択的に、発呼者は、発呼者のモバイルスマート
フォンまたは音声／ビデオデータベース１１２に格納されている事前に記録された音声又
はビデオ招待状を用いることができる。３０４で、前記記録音声又はビデオ招待状がＷｅ
ｂサーバ１１０に送信され、発呼者の電話呼が保留にされる。発呼者の前記呼は、３０６
で被呼者が前記記録された招待状を確認していることを示すメッセージが受信されるまで
保留のままである。３０８で、発呼者の前記呼は、被呼者からの返答メッセージが受信さ
れるまで再び保留にされる。３１０で、被呼者が前記呼を受けないことを選択したと判定
された場合、３１２で呼要求がキャンセルされる。一方、被呼者が前記呼を受け入れるこ
とを選択した場合、３１４で前記呼が完了される。前記呼は切断要求が３１６で受信され
るまで維持される。切断要求を受信すると、３１８で前記呼が終了する。
【００２６】
　図４は被呼者のモバイルスマートフォンに実装されたソフトウェアの例示的なフローチ
ャートを示す。図示されるように、４００では、被呼者のモバイルスマートフォンが、個
別の音声又はビデオ招待状を伴う呼要求を受信する。被呼者が個別の音声又はビデオ招待
状を視聴することを選択した場合、４０２で、被呼者は個別の音声又はビデオ招待状を視
聴し、被呼者のモバイルスマートフォンは、個別の音声又はビデオの確認がなされている
ことをウェブサーバ１１０に通知する。４０４で、被呼者は呼を受け入れるかどうかを決
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定する。そうでない場合、４０６で、被呼者は返答メッセージを送信することを選択する
ことができる。被呼者が返答メッセージを送信することを選択した場合、４０８で返答メ
ッセージが記録され、発呼者が使用するのと同様のプロセスを用いて送信される。この場
合、記録音声又はビデオメッセージは返答メッセージ詳細とともにＷｅｂサーバ１１０に
アップロードされる。次いで、４１０で、発呼者からきた呼要求がキャンセルされる。一
方、４０４で被呼者が前記呼を受けることを選択した場合、４１２で前記呼を受け入れる
応答がウェブサーバ１１０に送信され、４１４で前記呼が完了される。前記呼は４１６で
切断要求が受信されるまで維持され、４１８で前記呼は終了する。
【００２７】
　図５は、例示的な実施形態における個別の音声又はビデオ招待状を用いて呼を完了させ
るためにウェブサーバ１１０に実装されたソフトウェアの例示的なフローチャートを示す
。図に示されるように、ＭｏｂｉＬｉｎｅサービスを実施するウェブサーバ１１０は、５
００でメッセージを待つ。メッセージが受信されると、５０２でメッセージがウェブサー
バ１１０によって解析され呼情報とともにＡ／Ｖデータベース１１２にアップロードされ
る。次いで、５０４でメッセージは被呼者に転送される。次いで、５０６でウェブサーバ
１１０は被呼者が個別の音声又はビデオ招待状を視聴しているという通知が受信されるま
で待機する。招待状が確認されていることの指標を被呼者から受信すると、５０８で発呼
者に招待状が確認中であることが通知される。次いで、５１０でウェブサーバ１１０は呼
が受け入れられるかどうかに関する被呼者からの指標を待つ。被呼者が呼を受け入れない
場合、５１２でウェブサーバ１１０は前記呼が受け入れられなかったことを発呼者に通知
する。そして、５１４で前記呼がキャンセルされる。一方、５１０で被呼者が前記呼を受
け入れたと判定された場合、ウェブサーバ１１０は、５１６で前記呼が受け入れられたこ
とを発呼者に通知する。そして、５１８で前記呼が完了される。５２０で切断要求が受信
されるまで前記呼はアクティブのままであり、切断要求が受信されたときには、５２２で
当事者に切断要求が通知される。５２４で前記呼が終了する。
【００２８】
　加入者とＭｏｂｉＬｉｎｅアプリの対話について、図６ａ～図６ｇを参照して説明する
。図６ａ～６ｇは、例示の実施形態において個別のビデオ招待状を用いて呼を完了させる
間における発呼者のモバイルスマートフォンおよび被呼者のモバイルスマートフォンのＭ
ｏｂｉＬｉｎｅアプリのスクリーンショットを示す。具体的には、図６ａ～６ｇは、前記
呼を開始するための個別のビデオ招待状の処理中、上記対話中に加入者に提示されるグラ
フィカル・ユーザ・インターフェースを示す。前記呼を開始するための個別の音声招待状
の処理中に加入者に提示されるグラフィカル・ユーザ・インターフェースは非常に類似し
ており、本明細書では説明しないこととする。
【００２９】
　図６ａに示すように、ＭｏｂｉＬｉｎｅアプリの初期画面で、加入者は、連絡を取るべ
き他の加入者を検索したり、以前にタグ付けされた加入者を検索したりすることができる
。例示の実施形態において、捜し当て機能は他の加入者の紹介音声又はビデオプロフィー
ル挨拶状のレコーディングを検索し閲覧する動作を備えた高度なインターフェースを提供
する。「捜し当て（Ｄｉｓｃｏｖｅｒ）」機能により、加入者は選択したカテゴリーに従
って他の加入者の紹介ビデオまたは音声挨拶状を閲覧することができる。「人」機能によ
り、加入者は他の加入者を名前で検索することができる一方、「タグ」機能により、加入
者はハッシュタグに基づいて他の加入者を検索し閲覧することができる。図６ａに示すよ
うに、エクスプローラ画面上の加入者には次の動作が提供される：
　１．友人招待：連絡先リストまたは他のソーシャルアプリから友人を招待するのに用い
られる；
　２．フィルタ：ユーザ固有の距離、年齢、性別、および検索カテゴリーを設定する；
　３．ユーザを報告：ブロックまたは「ユーザを報告」機能により不適切な紹介挨拶状に
フラグを立てるのに用いられる；
　４．お気に入りに追加：リストの加入者をユーザのお気に入りリストに追加することが
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できる；
　５．再生：リストの加入者紹介挨拶状を再生することができる；
　６．賛成：加入者が賛成または反対の投票を行えるようになっている；
　７．探索：現在の画面；
　８．メッセージ：ユーザ・メッセージ・リストを閲覧するのに用いられる。また、ユー
ザごとにグループ化された未読メッセージのカウンタも示す;
　９．ボタンＭ：画面および可能な動作に基づいて機能を変更する動作ボタン；現在の画
面では、リストされているユーザへのライブ要求またはメッセージ送信を開始するのに用
いられる；
　１０．履歴：ユーザのライブ要求リストを閲覧するのに用いられる；
　１１．プロフィール：加入者は、プロフィールの変更、ビデオ／音声挨拶状の変更、お
よび設定の変更を行うことができる。
【００３０】
　呼の開始に先立ち、発呼者（加入者Ａ－図６ｂの左側）は、発呼者の好み（年齢、性別
、場所）に基づいて、既知の加入者またはその他の加入者を閲覧することができる。検索
で見つかった加入者を選択すると、発呼者（加入者Ａ）は、図６ｂに示すように、選択し
た加入者のプロフィールから事前に記録された紹介音声又はビデオプロフィールのレコー
ディングを視聴する。発呼者（加入者Ａ）が会話の受け手を見つると、発呼者はＭｏｂｉ
Ｌｉｎｅアプリアイコン（Ｍボタン）をクリックして選択した加入者用に個別の音声又は
ビデオ招待状を作成する。加入者Ａは、図６ｃの画面を見て、加入者Ｂに送信されること
となるビデオまたは音声ライブ要求を記録するよう要求される。加入者（発呼者）は、次
のいずれかを選択する：
　音声接続：発呼者がライブ接続を待つ一方、個別の音声招待状が被呼者に送信される；
　ビデオ接続：発呼者がライブ接続を待つ一方、個別のビデオ招待状が被呼者に送信され
る；
　ビデオ送信：発呼者が探し当てに進む一方、個別のビデオメッセージが被呼者に送信さ
れる；
　音声送信：発呼者が探し当てに進む一方、個別の音声メッセージが被呼者に送信される
。
【００３１】
　ユーザが所望のメッセージ種類（例えば、ビデオ接続）を選択すると、次いで、加入者
は記録プロセスを開始する。モバイルスマートフォンのカメラと音声録音回路が有効にな
り、発呼側加入者は、前記選択した加入者に送信しその選択した加入者に個人的なライブ
会話に参加するよう依頼するための個別の音声又はビデオ招待状を記録するように促され
る。発呼者はメッセージを記録し、ＭｏｂｉＬｉｎｅアプリはメッセージの記録継続時間
の視覚的提示を提供する。記録を停止するには、加入者Ａが「停止」ボタンをクリックす
る。発呼者は記録された個別の音声又はビデオ招待状を再生することができる。満足でき
ない場合、発呼者は「削除」をクリックして、個別の音声又はビデオ招待状を再録音する
ことができる。呼要求をキャンセルするには、発呼者が「キャンセル」を選択して要求を
キャンセルし前記探し当て画面に戻ればよい。あるいは、発呼者は、「紹介メッセージを
送信する」を選択することにより、前記記録された招待状を選択された加入者に送信する
ことを選択することができる。
【００３２】
　また、ＭｏｂｉＬｉｎｅアプリのホーム画面から、加入者は、メッセージを確認し、自
身の接続履歴を確認し、また、検索に応答してその加入者の写真と共に他の加入者が受信
することなる保存された紹介音声又はビデオプロフィールのレコーディングを含め、自身
の加入者プロフィール、フィルタ、または設定を更新することができる。また、加入者は
、都市名と国名に基づく場所を追加／変更／削除したり、ブロック機能や「ユーザを報告
」機能を実施することにより特定の加入者のリスト入りを排除したりすることもできる。
あるいは、頻繁に連絡を受ける別の加入者をお気に入りリストに追加することもできる。
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【００３３】
　発呼者が個別の音声又はビデオ招待状を被呼者（加入者Ｂ）に送信した後、発呼者（加
入者Ａ）は上述のように被呼者からの応答を待つ。例示の実施形態において、タイマーま
たは他の指標を用いて要求の進行を反映することができる。上記のように個別の音声又は
ビデオへの招待状が被呼者により確認中であることが発呼者に通知され、（タイマーが提
供されている場合）タイマーがカウントを開始する。被呼者からの応答を待っている間の
発呼者側の例示的なインターフェースを図６ｄに示す。
【００３４】
　被呼者（加入者Ｂ）は、ライブ着呼要求の通知を受信し、確認用の個別の音声又はビデ
オ招待とともに発呼者の詳細を受信する。招待状を受信したときの被呼者側の例示的なイ
ンターフェースを図６ｅに示す。図６ｅに示すように、被呼者には、「再生」ボタンをク
リックすることにより招待状を再生するオプションが与えられる。「再生」を選択すると
、被呼者が招待状を確認しているという発呼者への通知が開始される。個別の音声又はビ
デオ招待状を確認した後、被呼者は、メッセージを再生するか、要求を拒否して着呼要求
をキャンセルするか、メッセージで返信するか、または要求を受け入れるかを選択するこ
とができる。「要求の受け入れ」をクリックすることにより要求が受け入れられると、招
待状が受け入れられたことが発呼者に通知され、加入者は直ちに１対１のライブ通信に進
む。次いで、各加入者は、呼の継続中、図６ｆに示すようなインターフェースを見る。
【００３５】
　呼の継続中、各加入者は、ビデオを停止し、音声のみで通話を継続することを選択する
ことができる。また、加入者は、カメラをフロントカメラからバックカメラに切り替えた
り、その逆を行ったりすることもでき、またオプションで通常の通話中にマイクをミュー
トにすることもできる。加入者は呼の切断を選択することにより、いつでもライブ接続を
停止することができる。一方の加入者がカメラの電源のオフ／オンを切り替えると、他方
の加入者は適切な通知を受け取ることができる。その後、画面中央にある他方の加入者の
写真を用いて前記呼が続行され得る。例示の実施形態において、ライブビデオ接続中に、
加入者のビデオフィードが全画面に表示され、現在の加入者のビデオフィードが小さな円
形のビデオディスプレイに表示される。加入者のビデオフィード画面はビデオフィードを
クリックすることで入れ替えることができる。全画面ビデオフィードは上から下にスワイ
プして最小化することができ、それにより、ライブ接続セッションを続行し、またＭｏｂ
ｉＬｉｎｅアプリ上で他のタスクを並行して実行することができる。また、加入者は必要
に応じて画面全体にわたり小さな画像を移動させることを選択することもできる。
【００３６】
　呼が完了した場合、加入者はライブ接続を切断してもよい。その後、ＭｏｂｉＬｉｎｅ
アプリは以前の状態に戻り、加入者は、挨拶状の閲覧を継続したり、ライブ要求を開始し
たり、メッセージを送信したりできる。
【００３７】
　招待状が発呼者から受信されたとき、被呼者がＭｏｂｉＬｉｎｅアプリ内にいない場合
があることが理解されよう。そのような場合、ＭｏｂｉＬｉｎｅサービスウェブサーバ１
１０は、被呼者（加入者Ｂ）を検索する。被呼者がＭｏｂｉＬｉｎｅアプリ上にない場合
、ＭｏｂｉＬｉｎｅサービスはプッシュ通知を生成し、図６ｇの右側に示されるようにラ
イブ要求通知を被呼者に送信する。被呼者が個別の音声又はビデオ招待状を再生すると、
前述のように発呼者（加入者Ａ）に通知される。被呼者（加入者Ｂ）は、ＭｏｂｉＬｉｎ
ｅアプリをアクティブ化せずに着信プッシュ要求を展開し、入ってきた個別の音声または
ビデオ招待状を視聴し、上記のように受け入れ、メッセージによる応答、または要求の拒
否をすることができる。被呼者が呼要求を受け入れると、ＭｏｂｉＬｉｎｅアプリが開始
され、図６ｅ～図６ｆのスクリーンショットに関して上述したようにプロセスが進行する
。
【００３８】
　個別の音声招待状が電話を掛けるのに使用される場合、同様のプロセスが用いられる。
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この場合、発呼者（加入者Ａ）は個別の音声招待状を用いてライブ呼要求を開始すること
ができる。個別のビデオ招待状が発呼者（加入者Ａ）の個別の音声招待状に置き換えられ
ることを除き、上記の全てのプロセスは同じままである。個別の音声招待状はオプション
で発呼者の写真とともに送信されてもよい。発呼者はライブビデオ呼招待状に関連して上
述したように被呼者からの応答を待つ。
【００３９】
　システムアーキテクチャー
　図１は例示的な高水準のクライアント－サーバベースのネットワークアーキテクチャ１
００を示す。図示されるように、システム１００は、ネットワーク１０４（例えば、イン
ターネットまたは広域ネットワーク（ＷＡＮ））を介して１若しくはそれ以上のクライア
ントデバイス１０２、１０６、１０８にサーバ側機能を提供する。当業者には理解される
ように、各クライアントデバイス１０２、１０６、１０８は、通常、ウェブクライアント
、本明細書に記載のＭｏｂｉＬｉｎｅアプリなどのアプリケーション、命令およびアプリ
ケーションデータを格納するメモリ、ならびにそれらの命令を実施するプロセッサを含む
。
【００４０】
　例示の実施形態において、クライアントデバイス１０２、１０６、１０８は、これに限
られるものではないが、モバイルスマートフォン、デスクトップコンピュータ、ラップト
ップ、ポータブル・デジタル・アシスタント（ＰＤＡ）、スマートフォン、タブレット、
ウルトラブック、ネットブック、ラップトップ、マルチプロセッサシステム、マイクロプ
ロセッサベースまたはプログラム可能な家庭用電化製品、ゲームコンソール、セットトッ
プボックス、またはネットワークシステム１００にアクセスするためにユーザが使用し得
るその他の通信デバイスを有してもよい。いくつかの実施形態において、クライアントデ
バイス１０２、１０６、１０８は、（例えば、ユーザインターフェースの形態で）情報を
表示するための（不図示の）表示モジュールを有してもよい。更なる実施形態において、
クライアントデバイス１０２、１０６、および１０８は、タッチスクリーン、加速度計、
ジャイロスコープ、カメラ、マイクロフォン、全地球測位システム（ＧＰＳ）デバイスな
どのうちの１若しくはそれ以上を有してもよい。１若しくはそれ以上のユーザは、人、機
械、またはクライアントデバイス１０２、１０６、１０８と情報交換するその他の手段と
することができる。実施形態において、ユーザは、ネットワークアーキテクチャ１００の
一部ではないが、クライアントデバイス１０２、１０６、１０８またはその他の手段を介
してネットワークアーキテクチャ１００と情報交換し得る。例えば、ネットワーク１０４
の１若しくはそれ以上の部分は、アド・ホック・ネットワーク、イントラネット、エクス
トラネット、仮想プライベートネットワーク（ＶＰＮ）、ローカル・エリア・ネットワー
ク（ＬＡＮ）、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、無線ＷＡＮ（Ｗ
ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、インターネットの一部、
公衆電話交換網（ＰＳＴＮ）の一部、携帯電話ネットワーク、無線ネットワーク、Ｗｉ－
Ｆｉネットワーク、ＷｉＭＡＸネットワーク、その他の種類のネットワーク、または２ま
たはそれ以上のそのようなネットワークの組み合わせであってよい。
【００４１】
　クライアントデバイス１０２、１０６、１０８のそれぞれは、１若しくはそれ以上のア
プリケーション（「アプリ」ともいう）、例えばこれに限定されないが、ウェブブラウザ
、メッセージングアプリケーション、電子メール（Ｅメール）アプリケーション、本明細
書で参照されているＭｏｂｉＬｉｎｅアプリなどを含むことができる。
【００４２】
　例示の実施形態において、ウェブサーバ１１０は、データベース１１２および１１４へ
のアクセスを容易にするために、１若しくはそれ以上の（不図示の）データベースサーバ
に結合される１若しくはそれ以上の（不図示の）アプリケーションサーバにそれぞれプロ
グラムのインターフェースおよびウェブインターフェースを提供してもよい。例示的な実
施形態において、データベース１１２および１１４は本明細書で説明されるように加入者
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プロフィールおよび聴覚的／視覚的招待状を表すデジタルデータを格納する。さらに、図
１に示すクライアント－サーバベースのネットワークアーキテクチャ１００はクライアン
ト－サーバアーキテクチャを採用しているが、本発明の主題は当然そのようなアーキテク
チャに限定されるものではなく、例えば分散型またはピアツーピアアーキテクチャシステ
ムにおいて同様にアプリケーションを見つけることができるであろう。
【００４３】
　特定の実施形態は、本明細書においてロジックまたはいくつかのコンポーネント、モジ
ュール、またはメカニズムを含むものとして説明されている。モジュールは、ソフトウェ
アモジュール（例えば、機械可読媒体上に具現化されたコード）またはハードウェアモジ
ュールのいずれかを構成することができる。「ハードウェアモジュール」は、特定の動作
を実行できる有形のユニットであり、特定の物理的な様式で構成または配置され得る。様
々な例示の実施形態において、１若しくはそれ以上のコンピュータシステム（例えば、ス
タンドアロン・コンピュータ・システム、クライアント・コンピュータ・システム、また
はサーバ・コンピュータ・システム）またはコンピュータシステムの１若しくはそれ以上
のハードウェアモジュール（例えば、１プロセッサまたは一群のプロセッサ）が、本明細
書で説明されるような特定の動作を実行するように動作するハードウェアモジュールとし
てソフトウェア（例えば、アプリケーションまたはアプリケーション部分）により構成さ
れ得る。
【００４４】
　本明細書で説明される例示的な方法の様々な動作は、関連動作を実行するように（例え
ばソフトウェアによって）一時的に構成された又は永続的に構成された１若しくはそれ以
上のプロセッサによって少なくとも部分的に実行され得る。一時的または永続的に構成さ
れているかどうかにかかわらず、そのようなプロセッサは、本明細書で説明する１若しく
はそれ以上の動作または機能を実行するように動作するプロセッサ実装モジュールを構成
し得る。本明細書で用いられる場合、「プロセッサ実装モジュール」とは、１若しくはそ
れ以上のプロセッサを用いて実行されるハードウェアモジュールをいう。
【００４５】
　同様に、本明細書で説明される方法は、ハードウェアの例である特定の１プロセッサま
たは複数のプロセッサを用いて少なくとも部分的にプロセッサで実施され得る。例えば、
方法の前記動作の少なくともいくつかは、１若しくはそれ以上のプロセッサまたはプロセ
ッサ実装モジュールによって実行され得る。さらに、１若しくはそれ以上のプロセッサは
、「クラウドコンピューティング」環境において、または「サービスとしてのソフトウェ
ア（ｓｏｆｔｗａｒｅ　ａｓ　ｓｅｒｖｉｃｅ：ＳａａＳ）」として関連動作の実行をサ
ポートするように動作することもできる。例えば、少なくともいくつかの動作は（プロセ
ッサを含む機械の例として）一群のコンピュータにより実行することができ、これらの動
作は、ネットワーク（例えばインターネットなど）を介して、および１若しくはそれ以上
の好適なインターフェース（例えばアプリケーション・プログラム・インターフェイス（
ＡＰＩ））を介してアクセス可能である。
【００４６】
　特定の前記動作の実行は、単一の機械内に常駐するだけでなく、複数の機械にわたって
配備されるプロセッサ間で分散されてもよい。いくつかの例示的な実施形態において、プ
ロセッサまたはプロセッサ実装モジュールは、単一の地理的場所（例えば、家庭環境、オ
フィス環境、またはサーバファーム内）に配置されてよい。その他の例示的な実施形態で
は、プロセッサまたはプロセッサ実装モジュールは複数の地理的場所にわたって分散して
いてもよい。
【００４７】
　ソフトウェアアーキテクチャは、特定の目的に合わせて調整されたデバイスおよび機械
を形成するために、ハードウェアアーキテクチャと併せて使用される。例えば、特定のソ
フトウェアアーキテクチャと結合された特定のハードウェアアーキテクチャは、例えばモ
バイルスマートフォン、タブレットデバイスなどのモバイルデバイスを形成することとな
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る。わずかに異なるハードウェアおよびソフトウェアアーキテクチャがスマートデバイス
を形成しうる一方、更なる他の組み合わせは、クラウド・コンピューティング・アーキテ
クチャ内で用いるサーバコンピュータを生じる。当業者であれば本明細書に含まれる開示
とは異なる状況においてどのように本発明を実施するかを容易に理解できるように、その
ようなソフトウェアおよびハードウェアアーキテクチャの全ての組み合わせがここに示さ
れているわけではない。
【００４８】
　当業者であれば、図１～図６に関して本明細書で説明されたプロセスが、図３および図
４に関して説明したようなプロセスを実施するためのコンピュータ可読媒体からの命令を
処理するように適合されたプロセッサを含む各モバイルデバイス上で、および、図５に関
して説明したようなプロセスを実施するためのコンピュータ可読媒体からの命令を処理す
るように適合された１若しくは複数のプロセッサを含むウェブサーバ１１０などの処理デ
バイス上で実施され得ることを理解されよう。本明細書で用いられる場合、「機械可読媒
体」とは、命令およびデータを一時的若しくは永続的に格納可能なデバイスを意味し、こ
れに限られるものではないが、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ
（ＲＯＭ）、バッファメモリ、フラッシュメモリ、光学媒体、磁気媒体、キャッシュメモ
リ、その他の種類の記憶装置（例えば、消去可能プログラマブル読取専用メモリ（ＥＥＰ
ＲＯＭ））および／またはそれらの適切な組み合わせを含み得る。「機械可読媒体」とい
う用語は、命令を格納可能な単一の媒体または複数の媒体（例えば、集中型若しくは分散
型データベース、または関連するキャッシュおよびサーバ）を含むと解釈されるべきであ
る。また、「機械可読媒体」という用語は、機械（例えばウェブサーバ１１０）による実
行のための命令を格納可能な任意の媒体または複数の媒体の組み合わせを含むと解釈され
、当該命令は、前記機械の１若しくはそれ以上のプロセッサにより実行されると、前記機
械に本明細書で説明されている方法の１若しくはそれ以上を行わせる。したがって、「機
械可読媒体」は、単一の記憶装置若しくはデバイス、および複数の記憶装置若しくはデバ
イスを含む「クラウドベース」の記憶システム又は記憶ネットワークをいう。「機械可読
媒体」という用語は信号自体を除外するものである。
【００４９】
　モバイルデバイスのＩ／Ｏコンポーネントは、入力を受け取り、出力を提供し、出力を
生成し、情報を送信し、情報を交換し、測定値を取得するなど、多種多様なコンポーネン
トを含み得る。特定のモバイルデバイスに含まれる具体的なＩ／Ｏコンポーネントはモバ
イルデバイスの種類によって異なることとなる。例えば、モバイルスマートフォンには、
タッチ入力デバイスまたはその他のそのような入力機構が含まれている可能性がある。Ｉ
／Ｏコンポーネントは図に示されていないその他の多くのコンポーネントを含み得ること
が理解されよう。
【００５０】
　通信は、多種多様な技法を用いて実施され得る。モバイルデバイス１０２、１０６のＩ
／Ｏコンポーネントは、例えば、モバイルデバイス１０２、１０６をモバイル通信ネット
ワーク１０４またはウェブサーバ１１０などのデバイスに結合するように動作可能な通信
コンポーネントを含み得る。例えば、通信コンポーネントは、ネットワーク・インターフ
ェース・コンポーネント、またはモバイル通信ネットワーク１０４とのインターフェ－ス
となるその他の好適なデバイスを含み得る。更なる例では、通信コンポーネントは、有線
通信コンポーネント、無線通信コンポーネント、セルラ通信コンポーネント、近距離通信
（ＮＦＣ）コンポーネント、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）コンポーネント（例えば、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）コン
ポーネント、およびその他のモダリティを介した通信を提供するその他の通信コンポーネ
ントを含み得る。また、モバイルデバイス１０２、１０６は、任意の多種多様な周辺デバ
イス（例えば、ユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）を介して結合された周辺デバイ
ス）を含み得る。さらに、例えば、インターネットプロトコル（ＩＰ）ジオロケーション
を介した位置、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）信号三角測量を介した位置、特定の位置を示すＮ
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ＦＣビーコン信号の検出を介した位置など、通信コンポーネントを介して様々な情報が取
得され得る。
【００５１】
　様々な例示的な実施形態において、モバイル通信ネットワーク１０４の１若しくはそれ
以上の部分は、アド・ホック・ネットワーク、イントラネット、エクストラネット、仮想
プライベートネットワーク（ＶＰＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、無
線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、無線ＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロ
ポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、インターネット、インターネットの一部、
公衆電話交換網（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ　：ＰＳＴＮ）の一部、従来の電話サービス（Ｐｌａｉｎ　Ｏｌｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎ
ｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　：ＰＯＴＳ）ネットワーク、携帯電話ネットワーク、無線ネットワ
ーク、Ｗｉ－Ｆｉ（商標登録）ネットワーク、その他の種類のネットワーク、または２若
しくはそれ以上のそのようなネットワークの組み合わせであってよい。例えば、モバイル
通信ネットワーク１０４またはその一部は、無線若しくはセルラ通信ネットワークと、符
号分割多元アクセス（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：
ＣＤＭＡ）接続、モバイル通信用グローバルシステム（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆ
ｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ：ＧＳＭ）接続、およびその他の種
類のセルラ若しくは無線結合を含む結合とを含む。この例では、前記結合は、任意の様々
な種類のデータ転送技術、例えばシングルキャリア無線伝送技術（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒ
ｒｉｅｒ　Ｒａｄｉｏ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　：１ｘＲＴ
Ｔ）、エボリューション－データ最適化（Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉ
ｚｅｄ：ＥＶＤＯ）技術、汎用パケット無線サービス（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　
Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：ＧＰＲＳ）、ＧＳＭ革新用改良データレート（Ｅｎｈａｎ
ｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　：ＥＤＧＥ）　
技術、３Ｇを含む第３世代パートナーシッププロジェクト（ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　：３ＧＰＰ）、第４世代無線（４Ｇ
）ネットワーク、ユニバーサル移動体通信システム（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ　：ＵＭＴＳ）、高速パケット
アクセス（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ　：ＨＳＰＡ）、マイク
ロ波アクセスの世界的相互互換性（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉ
ｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ　：ＷｉＭＡＸ）、エル・ティー・イ
ー（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：ＬＴＥ）基準、その他の様々な基準設定
組織によって定義されたもの、その他の長距離プロトコル、またはその他のデータ転送技
術などを実施し得る。
【００５２】
　モバイル通信ネットワーク１０４を介して送受信される情報および命令は、ネットワー
ク・インターフェース・デバイス（例えば、通信コンポーネントに含まれるネットワーク
・インターフェース・コンポーネント）を介して伝送媒体を使用してもよく、多数の周知
の転送プロトコル（ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）など）の１つを利用す
ることができる。同様に、前記情報および命令は結合デバイスを介して伝送媒体を用いて
送受信されてもよい。
【００５３】
　本明細書を通して、単一のインスタンスとして説明されたコンポーネント、オペレーシ
ョン、または構造を複数のインスタンスが実施してもよい。１若しくはそれ以上の方法の
個々の動作が別個の動作として図示および説明されているが、個々の動作の１若しくはそ
れ以上を同時に実行してもよく、また動作を図示の順序で実行する必要はない。例示的な
構成において別個のコンポーネントとして提示した構造および機能は組み合わされた構造
またはコンポーネントとして実装されてもよい。同様に、単一のコンポーネントとして提
示された構造および機能は別個のコンポーネントとして実装されてもよい。これらおよび
その他の変形、修正、追加、および改善が本明細書の主題の範囲内にある。



(17) JP 2020-537458 A 2020.12.17

10

20

【００５４】
　本発明の主題の概要を特定の例示的な実施形態を参照して説明してきたが、本開示の実
施形態の広い範囲から逸脱することなく、これらの実施形態に様々な修正および変更を行
うことができる。本発明の主題のそのような実施形態は、本明細書では単に便宜的に「発
明」という用語によって「個別に」または「集合的に」言及されている場合があり、実際
、複数開示されている場合、本出願の範囲を単一の開示若しくは発明概念に自発的に限定
する意図はない。
【００５５】
　本明細書に示されている実施形態は、当業者が開示された教示を実施できるように十分
詳細に説明されている。本開示の範囲から逸脱することなく構造的および論理的な置換お
よび変更を行い得るよう、他の実施形態を用い、そこから導出することができる。したが
って、詳細な説明は限定的な意味で解釈されるべきではなく、様々な実施形態の範囲は添
付の特許請求の範囲およびそのような特許請求の範囲により得られる等価物の全範囲によ
ってのみ定義される。
【００５６】
　本明細書で用いられる場合、「または」という用語は、包括的または排他的な意味で解
釈することができる。さらに、本明細書で単一のインスタンスとして記載されている資源
、動作、または構造のために複数のインスタンスが提供されてもよい。さらに、様々な資
源、動作、モジュール、エンジン、およびデータ格納部間の境界は幾分か任意であり、特
定の動作は具体的な例示的構成の文脈において示されている。機能のその他の割り当てが
想定されるものであり、それは本開示の様々な実施形態の範囲内に含まれ得る。一般的に
、例示的な構成で個別の資源として提示された構造および機能は組み合わされた構造また
は資源として実施されてもよい。同様に、単一の資源として提示された構造および機能は
個別の資源として実施されてもよい。これらおよびその他の変形、修正、追加、および改
善が、添付の特許請求の範囲によって表されるように本開示の実施形態の範囲内にある。
したがって、明細書および図面は限定的なものではなく例示的なものと見なされるべきで
ある。
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月18日(2020.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被呼者による呼の受け入れ前に発呼者の身元を提供する方法であって、
　前記呼の開始前に、前記発呼者の通信デバイスが前記発呼者からの個別の音声又はビデ
オ招待状を記録する工程と、その記録が完了すると、前記発呼者の通信デバイスが、前記
発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を含む呼要求メッセージと、前記被呼者の
通信デバイスとのリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供するのに必要な
呼完了情報とを提供することにより前記呼を開始する工程と、
　前記発呼者が、前記被呼者から当該被呼者による前記個別の音声またはビデオ招待状の
確認の進捗の指標を受信する工程と、
　前記発呼者の通信デバイスのタイマーを始動する工程であって、前記タイマーは前記被
呼者が前記個別の音声またはビデオ招待状の確認を開始したという指標を受信するとカウ
ントを開始するものである、前記タイマーを始動する工程と、
　前記被呼者による前記個別の音声又はビデオ招待状の確認に従って前記呼が受け入れら
れたという通知を前記被呼者から受信すると、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記
被呼者間のライブ音声での接続を可能にする工程と
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記個別の音声又はビデオ招待状は前記呼の理由の説
明を含むものである、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記呼完了情報はセッション記述プロトコルデータと
前記呼固有のメッセージＩＤとを有するものである、方法。
【請求項４】
　被呼者による呼の受け入れ前に発呼者の身元を提供する方法であって、
　被呼者の通信デバイスが、前記発呼者からの個別の音声又はビデオ招待状を含む呼要求
メッセージと、前記発呼者の通信デバイスとのリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前お
よび後に提供するのに必要な呼完了情報とを受信する工程と、
　前記被呼者の通信デバイスが、前記発呼者からの呼要求を受け入れるかどうかを決定す
るための確認用に前記個別の音声又はビデオ招待状を提示する工程と、
　前記被呼者の通信デバイスが、前記被呼者による前記個別の音声またはビデオ招待状の
確認の進捗の指標を前記発呼者に提供する工程と、
　前記被呼者の通信デバイスからの前記指標が前記被呼者が前記個別の音声またはビデオ
招待状の確認を開始したことを示すと、前記発呼者の通信デバイスのタイマーを始動する
工程であって、前記タイマーは前記被呼者による前記個別の音声またはビデオ招待状の確
認の前記進捗を表すようカウントを開始するものである、前記タイマーを始動する工程と
、
　前記呼要求の受け入れの指標を前記発呼者に提供する工程と、
　前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可能にする
工程と
　を有するものである、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法において、前記個別の音声又はビデオ招待状は前記呼の理由の説
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明を含むものである、方法。
【請求項６】
　請求項４に記載の方法において、前記呼完了情報はセッション記述プロトコルデータと
前記呼固有のメッセージＩＤとを有するものである、方法。
【請求項７】
　被呼者による呼の受け入れ前に発呼者の身元を提供する方法であって、
　サーバが、前記発呼者からの個別の音声又はビデオ招待状を含む呼要求メッセージと、
前記発呼者と前記被呼者間のリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供する
のに必要な呼完了情報とを受信する工程と、
　前記サーバが、前記呼要求メッセージを解析し、前記呼完了情報および前記個別の音声
又はビデオ招待状を記憶デバイスにアップロードする工程と、
　前記サーバが、評価のために前記呼要求メッセージを前記被呼者に提供する工程と、
　前記サーバが、前記被呼者による前記個別の音声またはビデオ招待状の確認の進捗の指
標を前記発呼者へ提供する工程と、
　前記発呼者の通信デバイスのタイマーを始動する工程であって、前記タイマーは前記被
呼者が前記個別の音声またはビデオ招待状の確認を開始したという前記指標を受信すると
カウントを開始するものである、前記タイマーを始動する工程と、
　前記サーバが、前記発呼者の呼要求が前記被呼者により受け入れられたことの指標を受
信すると、前記個別の音声又はビデオ招待状に応答して前記被呼者が前記呼を受け入れた
ことを前記発呼者に通知する工程と、
　前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可能にする
工程と
　を有する、方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法において、前記個別の音声又はビデオ招待状は前記呼の理由の説
明を含むものである、方法。
【請求項９】
　請求項７に記載の方法において、前記呼完了情報はセッション記述プロトコルデータと
前記呼固有のメッセージＩＤとを有するものである、方法。
【請求項１０】
　被呼者による呼の受け入れ前に発呼者の身元を提供する通信システムであって、
　前記発呼者からの個別の音声又はビデオ招待状を記録し、その記録が完了すると、前記
発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を含む呼要求メッセージと、被呼側通信デ
バイスとのリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供するのに必要な呼完了
情報とを提供することにより前記呼を開始するように適合された発呼側通信デバイスと、
　前記被呼者が前記個別の音声又はビデオ招待状を確認して前記呼を受け入れるかどうか
を決定できるように適合された被呼側通信デバイスと、
　前記呼の確立に先立つ前記個別の音声又はビデオ招待状の評価中、前記発呼側通信デバ
イスと前記被呼側通信デバイス間の通信を管理し、前記被呼者により前記呼が受け入れら
れると、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可能
にするように適合されたサーバと
　を有し、
　前記発呼側通信デバイスは、前記被呼側通信デバイスから前記被呼者による前記個別の
音声またはビデオ招待状の前記確認の進捗の指標を受信し、当該指標を前記発呼側通信デ
バイスの表示部に表示するものであり、
　前記発呼側通信デバイスはさらに、前記被呼者が前記個別の音声またはビデオ招待状の
確認を開始したという指標を受信するとカウントを開始するタイマーを有するものである
、
　通信システム。
【請求項１１】
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　請求項１０に記載の通信システムにおいて、前記サーバは、さらに、加入者のプロフィ
ールを管理し、加入者の検索を管理し、前記加入者からの紹介音声又はビデオのプロフィ
ールのレコーディングを格納するように適合されているものであり、前記発呼者は加入者
の前記プロフィールを検索して前記被呼者を識別するものである、通信システム。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の通信システムにおいて、前記発呼側通信デバイスは、前記呼要求メ
ッセージに含める前記発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を記録する記録デバ
イスを有するものである、通信システム。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の通信システムにおいて、前記個別の音声又はビデオ招待状は前記呼
の理由の説明を含むものである、通信システム。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の通信システムにおいて、前記呼完了情報は、セッション記述プロト
コルデータと、前記呼固有のメッセージＩＤとを有するものである、通信システム。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の通信システムにおいて、前記発呼側通信デバイスは、前記被呼側通
信デバイスからのステータス情報を受信し表示して、前記被呼者による前記個別の音声又
はビデオ招待状の前記確認の状況を前記発呼者に示すものである、通信システム。
【請求項１６】
　請求項１０に記載の通信システムにおいて、前記サーバは、前記個別の音声又はビデオ
招待状を含む前記呼要求メッセージとリアルタイム通信を提供するのに必要な前記呼完了
情報とを前記発呼側通信デバイスからの受信し、前記呼要求メッセージを解析し、前記呼
完了情報および前記個別の音声又はビデオ招待状を記憶デバイスにアップロードし、前記
被呼者による評価のために前記被呼側通信デバイスに前記呼要求メッセージを提供し、前
記被呼者により前記発呼者の呼要求が受け入れられたという指標を受信し、前記個別の音
声又はビデオ招待状に応答して前記被呼者が前記呼を受け入れたことを前記発呼側通信デ
バイスに通知し、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接
続を可能にするものである、通信システム。
【請求項１７】
　請求項１に記載の方法において、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間の
ライブ音声での接続を可能にする工程は、さらに、
　サーバが、前記個別の音声又はビデオ招待状を含む前記呼要求メッセージと、前記発呼
者と前記被呼者間のリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供するのに必要
な前記呼完了情報とを受信する工程と、
　前記サーバが、前記呼要求メッセージを解析し、前記呼完了情報および前記個別の音声
又はビデオ招待状を記憶デバイスにアップロードする工程と、
　前記サーバが、前記被呼者に前記呼要求メッセージを評価のために提供する工程と、
　前記発呼者の呼要求が前記被呼者により受け入れられたことの指標を受信すると、前記
個別の音声又はビデオ招待状に応答して前記被呼者が前記呼を受け入れたことを前記発呼
者に通知する工程と
　を有するものである、方法。
【請求項１８】
　請求項４に記載の方法において、前記呼完了情報を用いて前記発呼者と前記被呼者間の
ライブ音声での接続を可能にする工程は、さらに、
　サーバが、前記個別の音声又はビデオ招待状を含む前記呼要求メッセージと、前記発呼
者と前記被呼者間のリアルタイム通信を前記呼の受け入れ前および後に提供するのに必要
な前記呼完了情報とを受信する工程と、
　前記サーバが、前記呼要求メッセージを解析し、前記呼完了情報および前記個別の音声
又はビデオ招待状を記憶デバイスにアップロードする工程と、
　前記サーバが、前記被呼者に前記呼要求メッセージを評価のために提供する工程と、



(24) JP 2020-537458 A 2020.12.17

　前記発呼者の呼要求が前記被呼者により受け入れられたことの指標を受信すると、前記
個別の音声又はビデオ招待状に応答して前記被呼者が前記呼を受け入れたことを前記発呼
者に通知する工程と
　を有するものである、方法。
【請求項１９】
　請求項１に記載の方法において、前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可
能にする工程は、前記発呼者の通信デバイスおよび前記被呼者の通信デバイスのマイクお
よびスピーカーへの物理的アクセスを有効にする工程を含むものである、方法。
【請求項２０】
　請求項４に記載の方法において、前記発呼者と前記被呼者間のライブ音声での接続を可
能にする工程は、前記発呼者の通信デバイスおよび前記被呼者の通信デバイスのマイクお
よびスピーカーへの物理的アクセスを有効にする工程を含むものである、方法。
【請求項２１】
　請求項１に記載の方法において、前記発呼者からの前記個別の音声又はビデオ招待状を
含む呼要求メッセージを提供することにより前記呼を開始する工程は、前記発呼側通信デ
バイスが、プッシュ通知を生成し、前記個別の音声またはビデオ招待状を含むライブ要求
通知を前記被呼者に送信する工程を有するものである、方法。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の方法において、さらに、前記発呼者の通信デバイスが、前記プッシ
ュ通知に応答して前記被呼者の通信デバイスから、受け入れ、拒否、またはメッセージに
よる返答を受信する工程を有するものである、方法。
【請求項２３】
　請求項４に記載の方法において、前記被呼側通信デバイスが前記発呼者からの前記個別
の音声またはビデオ招待状を含む呼要求メッセージを受信する工程は、前記被呼者の通信
デバイスが、前記個別の音声またはビデオ招待状を含むライブ要求通知を含むプッシュ通
知を受信する工程を有するものである、方法。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の方法において、さらに、前記被呼者の通信デバイスが、前記プッシ
ュ通知に応答して前記被呼者の通信デバイスに、受け入れ、拒否、またはメッセージによ
る返答を提供する工程を有するものである、方法。
【請求項２５】
　請求項１０に記載の通信システムにおいて、前記発呼側通信デバイスは、プッシュ通知
を生成し前記個別の音声またはビデオ招待状を含むライブ要求通知を前記被呼者に送信す
ることにより前記呼を開始するものである、通信システム。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の通信システムにおいて、前記発呼側通信デバイスは、前記プッシュ
通知に応答して前記被呼側通信デバイスから、受け入れ、拒否、またはメッセージによる
返答を受信するものである、通信システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　被呼者が呼を受け入れるか又は拒否するかを決定できるようにする発呼者ＩＤの代替が
望まれている。本明細書で説明されるシステムおよび方法は当技術分野におけるこれらお
よびその他のニーズに対処するものである。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
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　（特許文献）
　　（特許文献１）　米国特許出願公開第２０１５／０００４９５３号明細書
　　（特許文献２）　米国特許出願公開第２０１５／０１９５６８９号明細書
　　（特許文献３）　米国特許出願公開第２０１４／０１１１５９６号明細書
　　（特許文献４）　米国特許出願公開第２００８／０３０４４７０号明細書
　　（特許文献５）　米国特許出願公開第２００２／００７３２０３号明細書
　　（特許文献６）　米国特許第９，７６２，７２９号明細書
　　（特許文献７）　米国特許出願公開第２０１６／００１４０５９号明細書
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